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内
田
百
閒
「
柳
撿
校
の
小
閑
」
論

―
純
粋
言
語
と
し
て
の
口
述
―

朱　
　
　

信　

樺

一
、
口
述
の
模
倣

　

内
田
百
閒
「
柳
撿
校
の
小
閑
」
は
、
一
九
四
〇
年
一
月
よ
り
三
回
に
わ

た
っ
て
『
改
造
』
に
分
載
さ
れ
た
短
編
小
説
で
あ
る
。「
自
分
」
と
い
う
一

人
称
の
も
と
に
叙
述
を
展
開
す
る
本
作
の
語
り
手
は
、
柳
撿
校
と
い
う
盲

目
の
筝
曲
家
で
あ
る
。
女
学
校
で
後
進
の
指
導
に
あ
た
る
柳
撿
校
は
、
手

引
き
の
伊
進
を
病
で
失
い
、
さ
ら
に
震
災
で
女
弟
子
を
失
う
。
こ
う
し
た

出
来
事
を
回
想
し
つ
つ
、
作
品
の
終
章
は
現
在
時
の
一
九
四
〇
年
に
戻
っ

て
ゆ
く
。

　

本
作
は
連
載
一
回
目
に
、「
気
韻
の
高
い
、
厳
粛
な
作
品（

（
（

」
と
評
価
さ
れ

た
も
の
の
、
二
回
目
に
は
「
前
回
ほ
ど
の
優
秀
さ
は
な
い
、
盲
人
連
中
の

会
マ

マ

合
雰
囲
気
は
申
分
な
く
描
か
れ
て
は
ゐ
る（

（
（

」
と
い
う
否
定
的
な
評
価
が

下
さ
れ
、
連
載
終
了
後
も
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ

の
後
、
本
作
は
二
度
に
わ
た
っ
て
改
題
が
施
さ
れ
て
い
る
。
初
刊
で
は
、

原
題
目
が
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
移
さ
れ
て
「
残
月
―
柳
撿
校
の
小
閑
」
と
な

り
、
一
九
七
〇
年
『
日
本
の
文
学
34
』（
中
央
公
論
社
）
に
収
録
さ
れ
た
際

に
は
「
磯
辺
の
松
―
柳
撿
校
の
小
閑
」
と
題
さ
れ
た
。

　

再
び
注
目
さ
れ
る
契
機
を
も
た
ら
し
た
の
が
、
百
閒
の
短
編
連
作
「
東

京
日
記
」（『
改
造
』
一
九
三
七
・
一
）
と
同
様
、
三
島
由
紀
夫
に
よ
る
作

家
論
で
あ
る
。
右
の
中
央
公
論
社
『
日
本
の
文
学
』
の
編
集
に
携
わ
っ
た

三
島
は
、
そ
の
解
説
に
お
い
て
、
本
作
の
主
人
公
が
「
百
閒
自
身
永
年
習

っ
て
い
る
琴
の
師
匠
宮
城
道
雄
氏
を
モ
デ
ル
と
し
た
」
人
物
で
あ
る
と
指

摘
し
、「
盲
目
を
描
い
て
、「
春
琴
抄
」
を
女
性
的
傑
作
と
す
れ
ば
、
の
ち

に
改
題
さ
れ
た
本
作
「
磯
部
の
松
」
は
男
性
的
傑
作
で
あ
り
、
微
妙
な
風

趣
に
充
ち
た
ス
ト
イ
シ
ズ
ム
の
成
果
で
あ
る
」
と
述
べ
た（

（
（

。
以
後
、
本
作

の
主
人
公
に
し
て
語
り
手
で
あ
る
「
自
分
」
は
、
宮
城
道
雄
と
結
び
つ
け

て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
川
村
二
郎
は
「
百
閒
は
盲
目
の
音
楽
家
宮
城
道
雄

と
、
親
し
く
交
っ
て
い
」
た
こ
と
を
指
摘
し
、
特
に
「
目
の
見
え
ぬ
人
間
」

を
描
く
際
の
「
物
音
や
物
音
の
絶
え
た
沈
黙
や
匂
い
や
に
対
す
る
反
応
の

記
述
は
、
一
種
象
徴
主
義
的
な
万
物
照
応
の
境
に
達
し
て
い
る（

（
（

」
と
評
価
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し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
モ
デ
ル
問
題
が
注
目
さ
れ
る
本
作
は
、
作
中
に
登
場
す
る

柳
撿
校
の
女
弟
子
に
関
し
て
も
考
証
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
撿
校
の
女
弟

子
と
し
て
、
女
学
校
で
英
語
の
科
目
を
担
当
す
る
三
木
が
登
場
す
る
。
三

木
は
、
百
閒
の
随
筆
「
長
春
香
」（『
若
草
』、
一
九
三
四
・
一
）
に
照
ら
せ

ば
、
か
つ
て
百
閒
が
ド
イ
ツ
語
を
教
え
、
関
東
大
震
災
で
命
を
落
と
し
た

長
野
初
が
モ
デ
ル
で
あ
る
こ
と
が
見
え
て
く
る（

（
（

。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

山
本
有
香
は
「
長
春
香
」
を
は
じ
め
、
そ
の
他
の
随
筆
も
仔
細
に
照
合
し

た
上
で
、
本
作
を
百
閒
の
「
関
東
大
震
災
の
一
生
存
者
に
よ
る
弔
意
の
形

象
化
」
と
し
て
捉
え
直
し
て
い
る（

（
（

。

　

本
作
に
前
後
す
る
百
閒
作
品
の
多
く
は
、
夢
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に

括
ら
れ
、
そ
の
視
覚
描
写
の
精
緻
さ
が
評
価
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
盲
人

を
語
り
手
と
す
る
本
作
は
、
視
覚
描
写
に
あ
え
て
厳
し
い
限
定
を
設
け
る

点
で
、
前
後
の
作
品
群
と
は
一
線
を
画
す
る
。
な
か
で
も
先
行
研
究
に
お

い
て
と
く
に
問
題
的
な
場
面
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
の
は
、「
火
花
」
が

「
見
え
た
」
と
柳
撿
校
が
語
る
く
だ
り
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
従
来
、
百
閒

作
品
に
一
貫
し
た
幻
視
や
怪
異
の
要
素
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し
て
野
田
康
文
は
、
盲
目
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
程
度
が
あ
り
、
盲

人
で
あ
っ
て
も
実
際
に
光
の
調
子
で
見
え
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
さ
ら
に
野
田
は
、
百
閒
の
盲
人
の
描
き
方
と
、
宮
城
道
雄
の
随

筆
と
の
間
に
類
似
性
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
互
い
の
影
響
関
係
を
考
察

し
て
い
る（

（
（

。

　

野
田
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
宮
城
道
雄
の
随
筆
集
の
出
版
は
、
百
閒
が

本
作
を
執
筆
す
る
重
要
な
契
機
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
道
雄
の
最
初

の
随
筆
集
『
雨
の
念
仏
』（
三
笠
書
房
、
一
九
三
五
・
二
）
は
、
発
売
後
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
佐
藤
春
夫
や
川
端
康
成
の
好
評
を
博
し
た
。
道
雄

の
随
筆
の
創
作
方
法
は
、
出
版
さ
れ
た
時
期
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
点
字

の
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
作
成
し
た
原
稿
を
晴
眼
者
が
文
字
に
起
こ
し
た
も

の
や
、
口
述
筆
記
の
形
式
で
著
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。『
雨
の
念
仏
』
に
関

し
て
は
、
の
ち
に
百
閒
が
随
筆
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、「
全
篇
内
山
保
君
が

筆
記
し
た
宮
城
撿
校
の
口
述
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、「
し
か
し
口
述
と
云

ふ
の
も
、
単
に
大
意
を
伝
え
た
物
で
は
な
く
、
後
に
な
つ
て
、
三
十
篇
か

ら
あ
る
中
の
、
あ
の
章
の
ど
こ
そ
こ
に
、
か
う
な
つ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
を
消

し
て
、
か
う
云
ふ
風
に
書
き
直
し
て
く
れ
」
と
、
道
雄
は
口
述
に
よ
る
推

敲
を
筆
記
者
に
繰
り
返
さ
せ
て
い
る（

（
（

。『
雨
の
念
仏
』
の
成
立
に
際
し
て

は
、
百
閒
は
法
政
大
学
の
教
え
子
だ
っ
た
書
生
の
内
山
保
を
筆
記
者
と
し

て
宮
城
道
雄
に
推
輓
し
、
み
ず
か
ら
も
原
稿
の
整
理
に
あ
た
っ
た
。
二
〇

一
五
年
に
出
版
さ
れ
た
『
宮
城
道
雄
著
作
全
集
』
の
解
題
に
よ
る
と
、
道

雄
の
随
筆
集
は
「
内
山
保
が
口
述
筆
記
を
し
、
そ
の
原
稿
を
百
閒
が
整
理

す
る
と
い
う
形
で
出
版
さ
れ
た
も
の（

（
（

」
で
あ
る
。
道
雄
の
随
筆
集
の
出
版

に
お
け
る
百
閒
の
仕
事
は
、
主
に
文
字
表
記
を
決
定
す
る
こ
と
、
つ
ま
り

道
雄
の
肉
声
を
記
号
化
す
る
作
業
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

口
述
筆
記
の
文
学
史
的
展
開
を
調
査
し
た
田
村
美
由
紀
は
、
谷
崎
潤
一

郎
ら
が
取
っ
た
口
述
筆
記
と
い
う
創
作
形
態
一
般
に
関
し
て
、「
書
く
行
為

か
ら
疎
外
さ
れ
た
経
験
と
、
そ
れ
が
他
者
の
手
に
よ
っ
て
代
行
さ
れ
る
と

い
う
経
験
は
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
」
て
い
る
と
述
べ
、「
筆
記
者
の
存

在
は
、
自
ら
の
デ
ィ
ス
ア
ビ
リ
テ
ィ
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
便
利
な
道
具

に
も
な
れ
ば
、
作
家
と
し
て
の
権
威
性
を
転
倒
さ
せ
か
ね
な
い
危
う
い
介
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入
に
も
な
る
」
と
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。
だ
が
、
百
閒
と
道
雄
の
関
係
の
場
合
、

百
閒
は
筆
記
者
を
職
業
と
す
る
者
で
は
な
く
、
作
家
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
よ
り
双
方
向
的
な
介
入
の
可
能
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。『
雨
の

念
仏
』
所
収
の
随
筆
「
内
田
百
間マ

マ

氏
の
お
稽
古
」
で
は
、
百
閒
と
知
り
合

っ
た
経
緯
や
、
百
閒
が
「
法
政
の
学
生
を
連
れ
て
私
の
家
の
前
」
を
通
る

時
に
「
ス
テ
ッ
キ
を
つ
ぎ
た
し
て
二
階
の
雨
戸
を
叩
く
」
悪
戯
を
す
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
道
雄
の
口
述
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
。
百
閒
に
つ
い
て
記
さ
れ

た
随
筆
の
原
稿
の
整
理
に
、
百
閒
自
ら
が
携
わ
っ
た
こ
と
が
興
味
深
い
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
道
雄
の
随
筆
に
お
い
て
は
、
百
閒
が
内
容
の
み
な
ら
ず

表
記
に
直
接
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
逆
に

百
閒
の
「
柳
撿
校
の
小
閑
」
は
、
単
に
道
雄
を
作
中
人
物
の
モ
デ
ル
と
し

て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
か
つ
て
原
稿
整
理
に
携
わ
っ
た
者
と
し
て
、
道

雄
の
語
り
か
ら
受
け
た
影
響
が
潜
ん
で
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
な
お
、
百
閒
は
「
明
暗
交
友
録
」「
凸
凹
道
」「
五
段
砧
」（『
凸
凹

道
』
三
笠
書
房
、
一
九
三
五
・
一
〇
）
と
い
っ
た
随
筆
の
な
か
で
道
雄
と

の
交
友
を
語
っ
て
い
る
。

　

盲
人
の
柳
撿
校
の
語
り
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
「
柳
撿
校
の
小
閑
」
は
、

晴
眼
者
が
読
む
文
字
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
盲

人
で
あ
る
柳
撿
校
は
、
晴
眼
者
が
読
む
文
章
を
独
力
で
書
く
こ
と
が
で
き

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
本
作
の
語
り
は
、
口
述
と
い
う
形
式

の
模
倣
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
本

稿
で
は
こ
う
し
た
仮
説
に
も
と
づ
き
、
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た

百
閒
と
道
雄
の
随
筆
に
お
け
る
呼
応
関
係
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
本
作
に
お

け
る
盲
人
の
語
り
が
作
中
で
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
か
を
明
ら
か
に

す
る
。
ま
ず
は
百
閒
が
宮
城
道
雄
の
門
弟
に
な
っ
た
後
の
活
動
を
視
野
に
入

れ
、
作
品
の
柳
撿
校
像
を
考
察
す
る
た
め
の
補
助
線
を
引
い
て
お
き
た
い
。

二
、
宮
城
道
雄
と
筝
曲
界
の
制
度
変
革

　

百
閒
と
宮
城
道
雄
と
の
交
友
関
係
が
始
ま
っ
た
の
は
、
一
九
二
〇
年
の

こ
と
で
あ
る
。
生
田
流
の
名
手
葛
原
勾
当
の
孫
で
童
謡
作
家
の
葛
原
𦱳し

げ
るの

紹
介
に
よ
っ
て
、
百
閒
は
宮
城
道
雄
か
ら
筝
曲
の
稽
古
を
受
け
は
じ
め
た（

（1
（

。

そ
の
前
年
の
五
月
、
宮
城
道
雄
の
第
一
回
自
作
箏
曲
発
表
演
奏
会
が
本
郷

中
央
会
堂
で
行
わ
れ
、
観
客
の
ひ
と
り
と
し
て
百
閒
が
い
た（

（1
（

。
入
門
後
、

道
雄
の
音
楽
が
よ
り
多
く
の
人
に
知
ら
れ
る
よ
う
、
百
閒
を
含
め
た
数
名

が
一
九
二
〇
年
一
一
月
に
後
援
会
を
創
設
し
た（

（1
（

。
作
品
発
表
会
を
重
ね
て

い
っ
た
道
雄
は
、
一
九
三
〇
年
二
月
に
東
京
音
楽
学
校
講
師
に
、
翌
年
三

月
に
は
東
京
盲
学
校
講
師
に
任
ぜ
ら
れ
、
箏
曲
の
教
授
活
動
の
傍
ら
各
地

で
演
奏
活
動
を
行
っ
た（

（1
（

。

　

千
葉
優
子
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
伝
統
音
楽
は
、
西
洋
の
楽
譜
が
導
入
さ

れ
る
以
前
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
記
録
形
態
が
存
在
し
、
出
版
も
行
わ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
音
程
に
よ
っ
て
標
準
化
さ
れ
た
楽
譜
で
は
な
く
、「
そ
の
多

く
は
備
忘
録
的
な
意
味
合
い
の
方
が
強
く
て
、
西
洋
な
楽
譜
と
は
本
質
的

に
性
格
が
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。
地
歌
箏
曲
の
場
合
も
、「
江

戸
時
代
の
教
授
者
と
い
え
ば
盲
人
し
か
あ
り
え
な
か
っ
た
。
出
版
物
は
基

本
的
に
ア
マ
チ
ュ
ア
が
使
う
も
の
で
、
楽
譜
よ
り
も
歌
詞
の
み
記
さ
れ
た

「
歌
本
」
の
類
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
」
と
千
葉
は
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。

　

道
雄
と
も
関
わ
り
の
深
か
っ
た
音
楽
雑
誌
『
三
曲
』
を
ひ
も
と
い
て
み
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よ
う（

（1
（

。
女
性
箏
曲
家
の
村
田
松
泉
（
ミ
イ
）
は
、「
音
楽
教
育
と
し
て
の
箏

の
歴
史
」（『
三
曲
』
一
九
三
三
・
二
）
に
お
い
て
、「
明
治
十
三
年
に
、
今

の
東
京
音
楽
学
校
の
前
身
た
る
文
部
省
音
楽
取
調
所
が
出
来
た
時
、
第
一

に
お
箏
が
重
用
さ
れ
」
た
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
、
そ
こ
で
は
「
学
校
時

代
」
の
も
の
は
「
皆
五
線
譜
だ
つ
た
の
で
す
が
、
然
し
そ
の
後
の
譜
は
箏

独
特
の
略
譜
形
式
に
改
め
ま
し
た
」
と
述
懐
し
て
い
る
。
松
泉
は
、「
私
の

と
こ
ろ
で
は
現
に
全
部
を
楽
譜
教
授
で
や
つ
て
お
り
ま
す
が
、
之
は
一
週

三
回
で
然
も
進
み
の
早
い
こ
と
、
昔
の
商
売
か
ら
見
れ
ば
全
く
損
の
様
に

思
は
れ
る
人
も
あ
り
ま
せ
う
が
時
勢
は
之
で
初
め
て
受
入
れ
呉
れ
る
人
が

多
い
の
で
す
」
と
も
述
べ
る
。

　

残
さ
れ
た
記
録
は
少
な
い
松
泉
だ
が
、
実
は
箏
曲
譜
の
現
代
化
に
欠
か

せ
な
い
役
割
を
担
っ
た
。
一
九
〇
〇
年
に
東
京
音
楽
学
校
甲
種
師
範
科
に

入
学
し
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
も
兼
修
し
た
松
泉
は
、
三
代
山
勢
松
韻
（
山
田

流
名
跡
）
の
楽
譜
現
代
化
へ
の
関
心
を
引
き
継
い
だ
。
三
代
山
勢
松
韻
に

師
事
し
た
今
井
慶
松
も
楽
譜
の
整
理
に
着
手
し
て
い
た
が（

（1
（

、
い
ず
れ
も
盲

目
で
あ
り
、
洋
楽
譜
の
作
成
は
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
低
音
部
・
中
音

部
・
高
音
部
に
分
割
さ
れ
て
い
た
譜
を
、
よ
り
実
用
的
な
音
記
号
に
改
め

た
の
が
、
晴
眼
者
の
松
泉
で
あ
る
。
伝
統
的
な
暗
記
法
を
重
ん
じ
、
楽
譜

使
用
に
は
反
対
の
声
が
根
強
か
っ
た
民
間
箏
曲
界
の
抵
抗
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
松
泉
は
「
五
線
本
譜
楽
譜
第
一
集
」
の
改
訂
版
を
一
九
一
四
年
に
文

部
省
か
ら
出
版
、
か
つ
て
の
備
忘
録
を
楽
譜
へ
と
進
化
さ
せ
た（

（1
（

。
そ
れ
ま

で
師
匠
に
固
有
の
財
産
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
楽
曲
は
、
誰
で
も
独
学
で

き
る
楽
譜
を
通
し
て
広
く
流
布
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

宮
城
道
雄
は
こ
の
よ
う
な
動
向
に
寄
与
し
た
代
表
的
な
筝
曲
家
で
あ
る
。

道
雄
は
一
九
三
〇
年
初
頭
で
す
で
に
箏
曲
の
教
授
法
は
「
在
来
の
暗
記
法

は
実
に
無
理
」
が
あ
る
と
述
べ
、「
五
線
譜
」
特
に
「
音
楽
学
校
邦
楽
調
査

係
で
研
究
さ
れ
て
洋
楽
の
音
譜
に
取
つ
た
も
の
」
を
使
用
す
る
に
越
し
た

こ
と
が
な
い
と
明
言
し
て
い
る（

（1
（

。
道
雄
の
稽
古
を
受
け
た
鷲
尾
ち
ぬ
子
は
、

「
東
京
音
楽
学
校　

箏
曲
生
田
科
の
一
年
間
を
回
想
し
て
」（『
三
曲
』
一
九

三
〇
・
三
）
に
お
い
て
、
道
雄
の
東
京
音
楽
学
校
で
の
稽
古
の
様
子
に
つ

い
て
振
り
返
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
鷲
尾
は
、「
先
生
の
親
切
な
教
示
は
、
私

達
の
不
用
意
な
爪
の
一
あ
た
り
に
も
細
か
い
注
意
を
懸
け
ら
れ
、
正
確
な

音
律
の
会
得
と
独
習
の
便
を
与
へ
ら
れ
る
た
め
に
、
殊
のマ

マ

外
譜
に
力
を
注

が
れ
た
」
こ
と
と
、
道
雄
の
稽
古
で
は
「「
音
」
を
中
心
と
す
る
五
線
譜

と
、「
糸
」
を
標
準
と
す
る
糸
譜
と
の
二
色
を
以
つ
て
さ
れ
た
」
こ
と
を
証

言
し
て
い
る
。
ま
た
鷲
尾
に
よ
れ
ば
、
生
徒
た
ち
が
自
主
的
に
稽
古
で
き

る
よ
う
に
、「
五
線
譜
の
練
習
譜
が
沢
山
私
達
に
与
へ
ら
れ
、
一
週
二
度
の

授
業
時
間
は
曲
物
と
練
習
譜
の
授
業
で
一
杯
で
あ
つ
た
」
と
い
う
。
道
雄

は
こ
う
し
て
、
楽
譜
表
記
の
近
代
化
に
努
め
た
。

　

道
雄
は
箏
曲
の
組
織
や
制
度
の
改
革
に
も
力
を
注
い
だ
。
そ
の
一
つ
が

免
状
制
度
の
改
革
で
あ
る
。
一
九
〇
五
年
、
修
業
中
だ
っ
た
道
雄
は
、
朝

鮮
で
商
売
を
行
い
不
幸
に
も
暴
動
に
見
舞
わ
れ
た
父
親
か
ら
の
仕
送
り
が

打
ち
切
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
道
雄
の
生
計
を
考
え
た
三
代
目
中
島
撿
校
は
、

免
状
の
中
で
も
最
上
級
の
「
奥
許
し
」
を
道
雄
に
与
え
よ
う
と
し
た
。
し

か
し
、
そ
れ
以
前
に
す
で
に
二
代
目
中
島
撿
校
か
ら
「
中
許
し
」
を
得
て

い
た
た
め
、
道
雄
は
両
方
の
謝
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た（

（2
（

。

経
済
的
に
逼
迫
し
て
い
た
道
雄
に
は
大
き
な
負
担
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
一
九
三
三
年
ご
ろ
、
多
く
の
門
弟
を
抱
え
て
い
た
道
雄
は
、『
三
曲
』
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の
主
筆
藤
田
俊
一
と
相
談
の
上
、
当
時
一
般
に
行
わ
れ
て
い
た
免
状
よ
り

は
る
か
に
安
い
金
額
を
設
定
し
、
宮
城
社
の
階
級
（
免
状
）
や
職
格
規
定

を
再
編
し
た
と
い
う（

（2
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
道
雄
が
『
雨
の
念
仏
』
を
出
版
し
た
際
、
百
閒
は
作
中
に

色
彩
の
描
写
が
な
い
こ
と
に
言
及
し
た（

（2
（

。
し
か
し
実
際
に
は
、「
又
秋
の
光

線
も
、
私
が
子
供
の
時
に
見
た
記
憶
で
は
、
黄
色
味
が
か
っ
て
い
た
よ
う

に
思
う
」
と
い
っ
た
叙
述
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
本
書
に
は
宮
城
道
雄

の
失
明
以
前
の
視
覚
体
験
が
記
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
野
田
康
文
は
こ
の
よ
う
な

経
緯
を
検
証
し
つ
つ
、「
柳
撿
校
の
小
閑
」
に
見
ら
れ
る
盲
人
の
視
覚
性
の

描
写
が
、
宮
城
道
雄
の
随
筆
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る（

（2
（

。
し
か
し
、
視
覚
描
写
の
影
響
の
ほ
か
に
も
、
宮
城
道
雄
が
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
柳
撿
校
の
人
物
造
形
と
関
わ
っ
て
い
る
か
、
ま
た
、
道
雄

の
随
筆
集
の
制
作
に
欠
か
せ
な
か
っ
た
口
述
と
い
う
行
為
と
本
作
が
ど
の

よ
う
に
関
係
し
て
い
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
検
討
の
余
地
が
多

く
残
さ
れ
て
い
る
。
次
節
か
ら
、
右
に
概
観
し
た
よ
う
な
宮
城
道
雄
の
活

動
や
発
言
を
踏
ま
え
な
が
ら
、「
柳
撿
校
の
小
閑
」
を
具
体
的
に
読
み
解
い

て
ゆ
こ
う
。

三
、
身
体
に
お
け
る
連
続
性
の
切
断

　

校
庭
の
芝
生
か
ら
吹
い
て
来
る
風
を
横
に
受
け
て
、
長
い
渡
り
廊

下
を
行
き
、
中
途
か
ら
庭
に
下
り
て
、
す
ぐ
に
校
門
へ
出
る
為
、
芝

の
あ
る
所
を
斜
に
横
切
つ
た
。
袴
の
裾
か
ら
足
に
か
ら
ま
る
草
の
穂

も
あ
る
。
苜
蓿
の
に
ほ
ひ
が
頻
り
に
す
る
。
失
明
前
の
少
年
時
代
に

四
ツ
葉
を
探
し
た
事
を
思
ひ
出
す
。

　
「
三
木
先
生
」
と
伊
進
が
小
さ
な
声
で
云
つ
た
。
広
つ
ぱ
の
真
中

で
、
ど
ち
ら
か
ら
来
る
の
か
解
ら
な
か
つ
た
か
ら
、
一
寸
起
ち
止
ま

り
か
け
た
が
、
伊
進
は
構
わ
ず
に
前
の
方
へ
手
を
引
い
た
。
も
う
三

木
さ
ん
が
向
う
か
ら
、
こ
ち
ら
へ
近
づ
い
て
ゐ
る
と
云
ふ
事
が
解
つ

た
。
し
か
し
ま
だ
早
過
ぎ
る
と
思
ふ
の
に
、
自
然
に
顔
の
筋
が
笑
顔

に
崩
れ
出
し
た
。

　

右
は
本
作
冒
頭
部
の
叙
述
で
あ
る
。
手
引
き
の
伊
進
と
女
学
校
の
校
庭

を
歩
い
て
い
た
撿
校
は
、
苜
蓿
の
臭
い
を
感
じ
、
そ
こ
か
ら
「
失
明
前
の

少
年
時
代
に
四
ツ
葉
を
探
し
た
事
」
を
想
起
す
る
。
こ
の
よ
う
に
嗅
覚
を

通
し
て
、
失
明
前
の
記
憶
が
喚
起
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
撿
校
の
身
体
が
感

知
し
た
臭
い
は
、
自
分
の
少
年
時
代
に
「
四
ツ
葉
を
探
し
た
」
経
験
、
あ

る
い
は
少
年
時
代
に
見
た
苜
蓿
の
叢
の
光
景
と
直
結
す
る
の
で
あ
る
。

　

三
木
が
来
て
い
る
の
を
知
る
と
、
撿
校
は
「
自
然
に
顔
の
筋
が
笑
顔
に

崩
れ
出
し
た
」
こ
と
を
意
識
す
る
。
し
か
し
、
撿
校
の
顔
を
見
た
三
木
は
、

「
今
日
は
ど
う
し
て
、
そ
ん
な
こ
は
い
顔
を
し
て
い
ら
し
や
い
ま
す
の
」
と

答
え
る
。
身
体
の
反
応
と
し
て
相
好
を
崩
し
た
撿
校
の
「
笑
顔
」
と
、
晴

眼
者
か
ら
見
る
と
「
こ
は
い
顔
」
と
の
間
に
は
、
落
差
が
生
じ
て
い
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
撿
校
の
「
顔
の
筋
が
笑
顔
に
崩
れ
出
し
た
」
こ
と
を
「
自

然
」
で
あ
る
と
す
る
語
り
は
、
か
つ
て
同
じ
よ
う
な
崩
し
方
を
し
て
「
笑

顔
」
を
作
っ
た
記
憶
が
あ
る
か
ら
こ
そ
成
り
立
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

語
る
現
在
時
に
お
い
て
は
、
か
つ
て
身
に
つ
け
た
笑
顔
の
崩
し
方
が
通
用

し
て
い
な
い
。
失
明
前
の
身
体
所
作
の
「
自
然
」
さ
を
失
っ
た
撿
校
は
、
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失
明
後
の
身
体
と
の
連
続
性
を
も
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
。
自
分
の

目
で
確
認
で
き
な
い
た
め
、
撿
校
は
そ
の
こ
と
に
自
分
で
は
気
づ
か
な
い

の
で
あ
る
。

　

三
木
の
返
答
を
聞
い
た
撿
校
は
、
自
分
で
は
心
か
ら
笑
っ
て
い
る
つ
も

り
で
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
他
人
に
は
「
自
分
で
は
つ
き
り
解
ら
な
い
気
持

が
目
に
見
え
る
の
か
知
ら
」
と
考
え
る
。「
こ
は
い
顔
」
は
晴
眼
者
の
三
木

か
ら
見
た
印
象
で
あ
り
、
撿
校
の
心
持
ち
と
は
一
致
し
な
い
。
し
か
し
こ

こ
で
は
、
三
木
が
見
た
も
の
の
ほ
う
が
真
実
と
し
て
の
信
憑
性
を
持
ち
、

撿
校
本
人
も
自
分
の
気
持
ち
が
自
分
で
「
は
つ
き
り
解
ら
な
い
」
も
の
に

な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
前
景
化
し
て
く
る
の
は
、
見
え
る
も

の
の
優
位
性
で
あ
る
。

　

第
二
章
で
は
、
撿
校
は
「
臨
時
の
出
稽
古
」
の
依
頼
を
受
け
、
洋
行
し

て
き
た
「
松
屋
敷
の
お
嬢
さ
ん
」
英
子
の
屋
敷
に
向
か
う
。
人
力
車
で
向

か
う
途
中
、「
大
川
の
橋
」
を
通
っ
た
撿
校
は
、「
磧
の
多
い
川
で
あ
つ
て
、

石
こ
ろ
の
間
か
ら
草
の
生
え
た
原
の
中
を
、
川
の
水
が
帯
に
な
つ
て
流
れ

て
ゐ
た
の
を
子
供
の
時
に
見
た
」
こ
と
を
思
い
出
す
。
撿
校
は
こ
の
光
景

に
つ
い
て
、「
三
十
年
も
前
の
記
憶
だ
が
、
今
で
も
さ
う
に
違
ひ
な
い
」
と

語
る
。
こ
の
よ
う
に
、
撿
校
は
自
分
が
か
つ
て
「
見
た
」
も
の
に
信
頼
を

寄
せ
て
い
る
。
見
え
る
も
の
の
優
位
性
を
受
け
入
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

撿
校
は
自
分
が
か
つ
て
見
た
こ
と
に
執
着
す
る
の
で
あ
る
。

　

撿
校
は
「
臨
時
の
出
稽
古
」
を
す
る
た
め
に
松
屋
敷
に
着
い
た
も
の
の

気
が
進
ま
ず
、「
琴
爪
を
嵌
め
て
調
子
を
合
は
し
た
が
、
音
色
も
妙
に
ざ
ら

ざ
ら
し
て
ゐ
て
気
に
食
は
な
い
」
と
い
う
。
英
子
の
稽
古
は
な
か
な
か
う

ま
く
い
か
ず
、
最
終
的
に
「
一
人
で
弾
け
ま
せ
ん
わ
」
と
投
げ
出
し
、「
で

も
今
ま
で
の
所
は
あ
れ
で
よ
ろ
し
い
の
で
せ
う
」
と
誤
魔
化
そ
う
と
す
る
。

そ
の
上
、
自
分
の
上
手
く
弾
け
な
い
と
こ
ろ
を
「
で
も
さ
う
教
は
つ
た
様

に
思
ふ
ん
だ
け
れ
ど
」
と
言
い
訳
す
る
英
子
に
、
撿
校
は
激
怒
す
る
。

　

自
分
は
琴
爪
を
嵌
め
た
右
手
を
伸
ば
し
て
相
手
を
打
つ
つ
も
り
で

あ
つ
た
。
手
が
届
か
な
か
つ
た
の
か
、
向
う
が
身
を
か
は
し
た
か
、

自
分
の
手
は
向
う
の
琴
の
絃
の
上
に
落
ち
、
琴
柱
を
二
つ
三
つ
一
ど

き
に
倒
し
た
。
同
時
に
乗
り
出
し
た
自
分
の
膝
頭
で
こ
ち
ら
の
琴
の

巾
と
為
の
絃
を
踏
ん
だ
の
で
、
そ
の
柱
も
倒
れ
て
大
袈
裟
な
音
を
た

て
た
。
／
英
子
さ
ん
の
起
ち
上
が
る
衣
擦
れ
の
音
を
聞
き
な
が
ら
、

自
分
は
自
分
の
坐
つ
た
所
に
ぢ
つ
と
身
を
固
く
し
た
。
顔
も
手
足
も

石
に
な
つ
て
来
る
よ
う
な
気
持
で
あ
つ
た
。

　

こ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
の
は
、
撿
校
の
「
相
手
を
打
つ
つ
も
り
」
と
い

う
意
図
と
「
手
は
向
う
の
琴
の
絃
の
上
に
落
ち
」
た
と
い
う
事
態
と
の
落

差
で
あ
る
。
そ
の
後
、
作
中
に
登
場
す
る
人
物
た
ち
に
よ
っ
て
、
こ
の
事

件
に
つ
い
て
の
解
釈
が
示
さ
れ
る
。
同
業
の
人
び
と
は
、
撿
校
が
英
子
の

「
左
顎
か
ら
頸
を
引
つ
掻
い
て
血
が
た
ら
た
ら
と
流
れ
さ
う
だ
」
と
噂
す

る
。
彼
ら
は
、「
師
匠
が
門
人
を
打
ち
打
擲
す
る
と
云
ふ
事
は
昔
は
知
ら
ず

今
時
無
茶
な
話
」
で
あ
り
、「
同
業
の
迷
惑
」
だ
と
柳
撿
校
を
非
難
す
る

が
、「
幸
ひ
今
日
の
集
会
に
、
一
つ
本
人
か
ら
弁
明
を
聞
か
う
ぢ
や
な
い

か
」
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
撿
校
自
身
が
実
際
に
弁
明
を
行
っ
た
の
か
、

行
な
っ
た
と
す
れ
ば
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
、
本
作

で
は
語
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
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言
い
訳
す
る
英
子
を
、
撿
校
は
「
だ
れ
が
そ
ん
な
事
を
教
へ
た
。
違
つ

て
ゐ
る
と
か
ゐ
な
い
か
と
云
ふ
事
で
は
な
い
」
と
な
じ
る
。
こ
こ
で
撿
校

が
怒
っ
た
の
は
、
自
分
の
言
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
事
実
の
よ
う
に
英
子
が

言
い
立
て
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
撿
校
は
自
分
の
発
言
に
つ
い

て
弁
明
す
る
こ
と
な
ら
ば
で
き
る
が
、
し
か
し
、
英
子
を
打
っ
た
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
弁
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
自
分
が
彼
女
を
打
っ
た
か

ど
う
か
は
、
撿
校
に
は
見
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
事
件
の
あ
と
、
英
子
が

無
言
で
そ
の
場
を
立
ち
去
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
撿
校
の
記
憶
を
支
え
る

の
は
、「
自
分
の
手
は
向
う
の
琴
の
絃
の
上
に
落
ち
」
た
と
い
う
自
身
の
身

体
感
覚
と
、「
乗
り
出
し
た
自
分
の
膝
頭
で
こ
ち
ら
の
琴
の
巾
と
為
の
絃
を

踏
ん
だ
」
時
の
琴
柱
の
音
だ
け
で
あ
る
。
か
つ
て
視
力
を
持
っ
て
い
た
撿

校
は
、
視
覚
の
優
位
性
を
内
面
化
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
失
明
後
の
自
分

自
身
の
経
験
に
対
す
る
信
頼
を
失
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

第
三
章
で
は
、
撿
校
は
「
旧
藩
主
の
邸
内
に
あ
る
奏
楽
堂
で
開
か
れ
た

西
洋
音
楽
の
演
奏
会
」
に
列
席
す
る
が
、
奏
楽
堂
に
取
り
残
さ
れ
る
。
一

人
で
奏
楽
堂
の
中
に
座
っ
て
い
る
撿
校
は
、
人
声
が
遠
ざ
か
る
の
を
聞
き
、

「
大
き
な
犬
が
庭
を
歩
い
て
ゐ
る
気
配
」
に
気
づ
く
。
そ
の
犬
は
、「
私
の

靠
れ
て
ゐ
る
壁
の
後
に
添
つ
て
、
土
を
蹴
り
な
が
ら
走
」
り
、
終
い
に
「
奏

楽
堂
の
入
口
に
起
ち
は
だ
か
つ
た
ら
し
い
」
と
い
う
。
こ
の
犬
は
、「
一
隅

に
取
り
残
さ
れ
て
ゐ
る
自
分
の
姿
を
見
つ
け
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
撿
校
は

推
測
す
る
。

　

こ
こ
で
は
犬
が
立
ち
止
ま
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、「
私
」
で
は
な
く
、「
自

分
の
姿
」
を
見
つ
け
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
撿

校
自
身
の
「
私
」
か
ら
、
自
分
に
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
自
分
の
姿
」

が
分
離
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
挿
話
を
通
し
て
、
撿
校
み
ず
か
ら
の

身
体
と
彼
自
身
と
の
連
続
性
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
表
現
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

四
、
記
号
化
さ
れ
な
い
も
の

　

第
二
章
の
稽
古
の
場
面
で
は
、
英
子
は
「
私
の
調
子
を
自
分
の
琴
に
取

つ
て
、
意
味
も
な
く
忙
が
し
さ
う
に
上
を
弾
ひ
た
り
下
を
鳴
ら
し
た
り
」

し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
稽
古
で
は
、
楽
譜
は
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。
前
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
楽
譜
の
近
代
化
が
進
む
な
か

で
、
作
中
の
撿
校
は
い
わ
ゆ
る
民
間
箏
曲
界
の
伝
統
的
な
暗
記
法
を
取
っ

て
い
る
。
作
品
に
は
「
許
し
金
」
制
度
の
改
革
に
つ
い
て
も
言
及
が
あ
る
一

方
、
柳
撿
校
は
箏
曲
教
授
に
関
し
て
は
か
な
り
保
守
的
な
姿
勢
を
見
せ
る
。

　

本
作
に
楽
譜
が
出
て
く
る
の
は
、
第
四
章
、
年
二
回
催
さ
れ
る
「
自
分

達
同
業
の
集
会
」
に
言
及
す
る
く
だ
り
で
あ
る
。
集
会
に
出
席
し
た
柳
撿

校
は
、
同
業
た
ち
の
噂
を
耳
に
入
れ
る
。
撿
校
が
振
り
か
ざ
し
た
「
琴
爪

の
角
」
が
英
子
の
「
左
顎
か
ら
頸
を
引
つ
掻
い
て
血
が
だ
ら
だ
ら
と
流
れ

さ
う
だ
」
と
い
う
の
が
、
そ
の
噂
で
あ
っ
た
。「
矢
つ
張
り
自
分
の
ゐ
る
事

を
知
つ
て
話
し
合
つ
て
ゐ
る
に
違
ひ
な
い
」
と
撿
校
が
考
え
て
い
る
と
、

「
新
し
く
来
た
者
の
間
に
段
段
私
に
対
す
る
遠
慮
が
強
く
な
つ
た
と
見
え

て
」、
そ
の
話
題
が
逸
ら
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
会
議
が
始
ま
る
。

　

も
う
大
体
揃
つ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
頃
に
、
仲
間
の
う
ち
で

た
だ
一
人
の
晴
眼
で
あ
る
有
岡
が
や
つ
て
来
た
。
有
岡
は
晴
眼
と
云
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つ
て
も
大
部
薄
い
の
だ
さ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
一
人
で
道
を
歩
く

事
も
出
来
る
し
、
又
明
か
り
の
工
合
を
う
ま
く
す
れ
ば
、
大
意
抄
の

譜
も
読
め
る
さ
う
で
あ
る
。
そ
の
為
に
或
る
曲
の
向
う
の
手
は
早
い

掻
手
で
あ
る
が
、
刯
爪
で
あ
る
か
と
云
ふ
議
論
が
有
岡
と
同
業
の
一

人
と
の
間
に
始
ま
つ
て
、
有
岡
が
し
か
し
大
意
抄
に
は
か
う
あ
る
と

云
つ
た
の
が
も
と
で
大
喧
嘩
に
な
つ
た
事
が
あ
る
。
そ
の
時
の
争
ひ

は
結
局
有
岡
の
負
で
あ
つ
て
、
大
意
抄
に
か
う
あ
る
と
云
つ
た
の
も

間
違
つ
て
ゐ
た
。
記
憶
の
錯
誤
か
譜
の
見
違
ひ
で
あ
つ
た
か
も
知
れ

な
い
が
、
晴
眼
者
が
盲
人
と
争
ふ
場
合
、
相
手
が
直
接
見
る
事
の
出

来
な
い
物
を
証
拠
に
と
つ
て
、
自
分
の
説
を
押
し
通
さ
う
と
す
る
有

岡
の
心
事
を
自
分
は
面
白
く
な
い
と
思
つ
た
。

　

晴
眼
者
の
有
岡
は
、
か
つ
て
同
業
者
と
大
喧
嘩
を
し
た
こ
と
が
あ
る
と

い
う
。
口
論
の
も
と
は
、
有
岡
が
「
大
意
抄
の
譜
も
読
め
る
」
立
場
に
あ

り
な
が
ら
、「
掻
手
」
か
「
割
爪
」
か
を
間
違
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の

間
違
い
の
原
因
に
つ
い
て
、
撿
校
は
「
記
憶
の
錯
誤
」
か
「
譜
の
見
違
ひ
」

か
と
推
測
し
て
い
る
。
な
お
、「
大
意
抄
」（「
筝
曲
大
意
抄
」）
と
は
一
七

七
九
年
、
楽
器
の
説
明
お
よ
び
筝
曲
の
略
史
と
あ
わ
せ
て
著
さ
れ
た
、
筝

組
歌
の
楽
譜
集
で
あ
る
。
著
者
は
江
戸
の
医
師
で
筝
曲
家
で
も
あ
っ
た
山

田
松
黒
で
あ
る（

（2
（

。

　

中
指
で
隣
接
し
た
二
本
の
絃
を
同
時
に
前
に
掻
く
「
掻
手
」
と
、
人
差

し
、
中
指
で
代
わ
る
代
わ
る
掻
最
後
に
親
指
で
一
絃
を
引
き
止
め
る
「
刯

爪（
（2
（

」
と
の
違
い
は
、
譜
に
よ
る
ま
で
も
な
く
耳
で
聞
き
分
け
ら
れ
る
は
ず

で
あ
る
。
し
か
し
有
岡
は
み
ず
か
ら
の
弾
き
方
が
正
し
い
と
す
る
こ
と
の

根
拠
を
、
目
に
見
え
る
「
大
意
抄
の
譜
」
に
求
め
て
い
る
。
そ
も
そ
も
楽

譜
に
も
錯
誤
が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
さ
て
お
き（

（2
（

、
こ
こ
で
は

有
岡
は
、
記
号
と
し
て
残
さ
れ
た
「
大
意
抄
」
を
よ
り
信
憑
性
の
高
い
証

拠
と
し
て
取
り
立
て
た
た
め
、
か
え
っ
て
自
分
を
不
利
な
状
況
に
置
い
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
挿
話
か
ら
確
認
で
き
る
の
は
、
語
り
手
自
身
を
も
含
め
、
目
に
見

え
る
も
の
は
正
し
い
も
の
と
す
る
認
識
が
作
中
人
物
に
共
有
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
失
明
後
の
記
憶
は
、
た
と
え
撿
校
自
身
が
身
体
を

も
っ
て
経
験
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
十
分
な
証
拠
と
し
て
の
資

格
を
持
た
な
い
。
有
岡
の
場
合
も
、
た
と
え
そ
れ
が
記
憶
の
錯
誤
で
あ
っ

て
も
、「
大
意
抄
の
譜
」
と
い
う
形
の
あ
る
も
の
を
持
ち
出
す
こ
と
で
相
手

を
論
駁
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
「
自
分
は
面
白
く
な
い
」
と

撿
校
は
語
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
撿
校
は
、「
今
」
自
分
が
三
木
に
教
え
て
い
る
曲
「
残
月
」
は
難

曲
で
あ
る
と
述
べ
つ
つ
、「
自
分
の
稽
古
上
の
方
針
と
し
て
、
成
る
可
く
歌

の
意
味
や
曲
の
い
は
れ
等
に
こ
だ
わ
る
事
を
避
け
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の

曲
が
追
善
の
為
に
作
ら
れ
た
と
云
ふ
事
を
知
つ
て
ゐ
る
」
が
ゆ
え
に
、
居

眠
り
か
ら
覚
め
た
と
き
の
淋
し
い
気
持
ち
に
つ
い
て
語
る
。
先
立
っ
て
指

摘
し
て
お
け
ば
、
撿
校
の
こ
の
指
導
上
の
方
針
に
つ
い
て
は
、
本
作
の
第

十
章
で
は
、「
前
に
も
一
寸
云
つ
た
通
り
、
自
分
は
琴
に
向
か
つ
て
、
歌
の

意
味
と
云
ふ
事
は
成
る
可
く
考
へ
ぬ
事
に
し
て
ゐ
る
」
と
回
収
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
三
木
の
死
後
「
こ
の
方
自
分
は
ま
だ
何
人
に
も
「
残
月
」
を
教

へ
な
い
」
と
撿
校
は
語
る
。「
書
い
た
」
で
は
な
く
「
云
つ
た
」
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
本
作
の
叙
述
が
口
述
を
模
し
て
い
る
こ
と
の
徴
し
の
ひ
と
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つ
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

撿
校
は
、
記
号
や
文
字
と
な
る
歌
の
題
目
、
歌
詞
あ
る
い
は
歌
詞
か
ら

敷
衍
す
る
意
味
解
釈
と
い
う
よ
り
、
音
楽
そ
の
も
の
を
重
視
し
て
い
る
。

作
中
で
撿
校
が
否
定
的
な
意
味
合
い
を
込
め
て
言
及
す
る
「
歌
の
意
味
や

曲
の
い
は
れ
」
は
、
実
際
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
か
ら
の
道
雄
の
、
そ
し

て
百
閒
の
関
心
を
呼
ん
で
い
た
事
柄
で
あ
っ
た
。
百
閒
、
道
雄
と
音
楽
評

論
家
の
鹽
入
亀
輔
に
よ
る
鼎
談
「
宮
城
道
雄
氏
と
内
田
百
鬼
園
氏
と
が
音

楽
に
就
て
語
る
」（『
音
楽
世
界
』
一
九
三
六
・
二
）
で
は
、
道
雄
に
よ
る

楽
器
改
良
が
話
題
と
な
っ
て
い
る
。
道
雄
は
一
九
二
一
年
、
本
来
は
十
三

絃
で
あ
っ
た
箏
を
十
七
絃
の
楽
器
に
改
良
し
、
演
出
の
際
に
そ
れ
を
使
用

し
た（

（2
（

。
こ
れ
に
対
し
て
百
閒
は
、
楽
器
改
良
を
求
め
る
の
は
演
奏
者
の
「
修

業
の
足
ら
ん
人
の
言
ふ
」
事
で
あ
り
「
機
械
い
じ
り
」
で
あ
る
と
述
べ
た
。

百
閒
の
発
言
か
ら
は
、
楽
器
の
改
良
よ
り
技
術
の
上
達
を
最
優
先
に
す
る

姿
勢
が
読
み
取
れ
る
。

　

一
方
、
同
じ
鼎
談
で
は
、
音
楽
と
文
学
と
の
関
係
が
話
題
に
の
ぼ
っ
た
。

研
究
会
で
見
た
「
新
青
柳
」
の
振
り
付
け
に
つ
い
て
言
及
し
た
百
閒
は
、

「
歌
の
意
味
が
主
題
に
な
つ
て
、
音
楽
の
立
場
が
振
付
に
考
慮
さ
れ
て
」
お

ら
ず
「
文
学
の
立
場
で
や
つ
て
い
る
」
こ
と
に
不
満
を
述
べ
、
道
雄
も
こ

れ
に
同
調
し
て
い
る
。
曲
を
「
意
味
」
や
「
い
わ
れ
」
に
還
元
す
る
態
度

へ
の
批
判
は
、
作
中
の
撿
校
に
も
共
有
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
従
来

の
作
品
解
釈
で
は
宮
城
道
雄
が
柳
撿
校
の
モ
デ
ル
と
し
て
同
定
さ
れ
て
き

た
が
、
撿
校
の
音
楽
観
に
は
百
閒
自
身
の
箏
曲
に
対
す
る
思
い
が
投
影
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

三
木
の
死
後
、
撿
校
は
「
残
月
」
を
弟
子
に
教
え
る
こ
と
を
止
め
て
し

ま
う
。
撿
校
が
教
え
る
「
残
月
」
と
い
う
楽
曲
に
は
、
楽
譜
化
さ
れ
た
記

号
、
文
字
と
し
て
言
い
表
さ
れ
た
歌
の
意
味
、
テ
ー
マ
か
ら
敷
衍
さ
れ
る

歌
詞
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
、
撿
校
自
身
の
積
み
重
ね
た
稽
古
の
経
験
や

演
奏
す
る
際
の
慣
れ
が
投
入
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
作
中
で
は
、
楽

曲
「
残
月
」
が
そ
も
そ
も
「
追
善
の
為
に
作
ら
れ
た
」
と
い
う
こ
と
を
撿

校
は
「
知
つ
て
ゐ
る
」
と
語
ら
れ
る
。
そ
れ
以
上
詳
し
く
は
語
ら
れ
て
い

な
い
が
、
宮
城
道
雄
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
生
田
流
の
筝
曲
「
残
月
」
は
、

峯
崎
勾
当
の
師
が
、
そ
の
秘
蔵
弟
子
で
あ
っ
た
若
い
娘
の
死
を
悲
し
ん
で

作
っ
た
も
の
で
あ
り
、
殊
に
前
歌
は
「
形
式
も
気
分
も
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ

た
渋
い
も
の
で
あ
る
」
と
い
う（

（2
（

。
三
木
の
死
後
、「
残
月
」
は
撿
校
に
と
っ

て
、
弟
子
を
失
っ
た
記
憶
を
内
蔵
す
る
曲
と
な
る
。
記
号
化
さ
れ
な
い
感

性
お
よ
び
自
ら
の
人
生
経
験
と
不
可
分
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
撿
校
は
彼
自

身
の
財
産
で
も
あ
る
楽
曲
を
伝
え
て
い
く
こ
と
を
放
棄
し
た
の
で
あ
る
。

五
、
見
え
な
い
も
の
の
「
姿
」

　

第
七
章
に
は
、
撿
校
と
有
岡
と
の
会
話
が
配
さ
れ
て
い
る
。
伊
進
を
失

っ
た
撿
校
の
も
と
を
訪
れ
た
有
岡
は
、
撿
校
を
慕
う
「
素
人
」
を
内
弟
子

と
し
て
紹
介
す
る
話
を
持
ち
出
す
が
、
撿
校
は
か
え
っ
て
困
る
と
言
っ
て

断
る
。
さ
ら
に
有
岡
は
、「
尤
も
本
当
は
お
弟
子
の
話
な
ど
を
持
ち
込
む
よ

り
奥
様
の
お
世
話
を
す
べ
き
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
」
な
ど
と
言
い
出
す
。

こ
れ
を
断
っ
た
撿
校
は
、
煙
草
を
吸
お
う
と
す
る
有
岡
に
煙
草
盆
を
出
さ

せ
る
。
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「
一
体
に
眼
の
悪
い
方
は
吸
は
な
い
様
で
す
ね
」

「
火
の
始
末
が
あ
ぶ
な
い
か
ら
で
せ
う
。
又
煙
を
見
な
い
と
煙
草
の
味

が
し
な
い
と
云
ふ
話
も
聞
い
た
が
、
そ
ん
な
も
の
で
す
か
」

「
成
る
程
さ
う
か
も
し
知
れ
ま
せ
ん
ね
。
目
を
つ
ぶ
つ
た
り
、
暗
闇
で

吸
つ
た
り
し
た
ら
煙
草
の
趣
は
な
く
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
」

「
日
露
戦
争
で
失
明
し
た
軍
人
が
、
以
前
煙
草
を
吸
つ
て
ゐ
た
人
も
、

み
ん
な
嫌
ひ
に
な
つ
た
と
云
ふ
話
を
聞
い
た
。
煙
は
撫
で
て
見
る
わ

け
に
は
行
か
な
い
」

　

有
岡
は
暫
く
黙
つ
て
ゐ
た
が
、
そ
の
間
自
分
の
顔
を
見
て
ゐ
た
様

な
気
配
で
あ
つ
た
。

　

右
の
引
用
の
直
後
に
、
有
岡
は
三
木
の
縁
談
が
決
ま
っ
た
と
い
う
話
を

持
ち
出
す
。
し
か
し
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、「
そ
の
話
に
な
る
前
に
有
岡

の
云
つ
た
事
は
皆
気
に
か
か
る
」
と
語
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。「
目
を
つ

ぶ
つ
た
り
、
暗
闇
で
吸
つ
た
り
し
た
ら
煙
草
の
趣
は
な
く
な
る
」
と
い
う

有
岡
の
言
葉
を
受
け
て
、
撿
校
は
「
煙
は
撫
で
て
み
る
わ
け
に
は
行
か
な

い
」
と
述
べ
て
い
る
。
視
覚
を
持
た
な
い
盲
人
に
と
っ
て
、
触
覚
す
る
こ

と
さ
え
で
き
な
い
対
象
は
「
趣
」
を
持
た
な
い
と
い
う
の
だ
。
一
見
す
る

と
、
煙
草
を
吸
う
こ
と
は
視
覚
と
は
関
係
の
な
い
嗜
好
に
見
え
る
が
、
触

感
を
持
た
な
い
対
象
は
「
暗
闇
」
に
暮
ら
す
盲
人
を
疎
外
す
る
の
で
あ
る
。

触
覚
で
き
な
い
も
の
を
ど
の
よ
う
に
語
る
か
に
つ
い
て
は
、
続
く
第
八
章

で
も
問
題
と
な
る
。

　

第
八
章
で
は
、
か
つ
て
の
教
え
子
の
結
婚
式
に
参
列
し
、
会
場
に
到
着

し
た
撿
校
は
、
手
引
き
と
共
に
玄
関
を
経
て
、
広
間
を
通
り
抜
け
廊
下
に

出
る
。
す
る
と
、
撿
校
は
「
大
勢
の
目
が
私
の
方
を
見
て
ゐ
る
気
配
」
を

感
じ
る
。

「
新
郎
新
婦
が
起
つ
て
い
ら
つ
し
や
い
ま
す
」
と
手
引
が
云
つ
た
。
自

分
は
会
釈
し
て
そ
の
前
を
通
つ
た
が
、
向
う
で
も
丁
寧
に
礼
を
返
し

て
ゐ
る
の
が
よ
く
解
つ
た
。
新
郎
は
ど
う
云
ふ
顔
形
の
人
か
自
分
に

は
想
像
も
つ
か
な
い
。
さ
う
云
へ
ば
新
婦
に
し
て
も
自
分
は
知
ら
な

い
筈
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
永
年
の
附
き
合
ひ
で
そ
の
人
の
姿
は
自
分

の
心
の
中
に
は
つ
き
り
宿
つ
て
ゐ
る
。
口
に
出
し
て
人
に
納
得
さ
せ

る
事
は
出
来
な
い
が
、
一
人
の
姿
と
他
の
一
人
の
姿
と
ま
ぎ
ら
は
し

く
な
る
と
云
ふ
事
は
な
い
。
自
分
の
よ
く
知
つ
て
ゐ
る
お
嬢
さ
ん
が
、

今
こ
こ
に
花
嫁
の
よ
そ
ほ
ひ
を
し
て
、
自
分
の
知
ら
な
い
花
聟
の
傍

に
起
つ
て
ゐ
る
。
二
三
歩
通
り
過
ぎ
て
か
ら
不
意
に
そ
の
事
が
非
常

な
感
動
を
自
分
に
起
こ
さ
せ
た
。

　

撿
校
に
と
っ
て
、
新
婦
は
失
明
後
の
知
己
で
あ
り
、
初
対
面
の
新
郎
と

同
じ
く
、「
ど
う
云
ふ
顔
形
の
人
」
で
あ
る
か
は
「
知
ら
な
い
筈
で
あ
る
」。

と
こ
ろ
が
撿
校
は
、「
永
年
の
附
き
合
ひ
」
に
よ
っ
て
自
分
の
心
の
な
か
に

培
わ
れ
て
き
た
彼
女
の
「
姿
」
が
あ
る
と
主
張
し
、
そ
の
「
姿
」
が
「
他

の
一
人
の
姿
と
ま
ぎ
ら
は
し
く
な
る
と
云
ふ
事
は
な
い
」
と
断
言
す
る
の

だ
。
こ
の
「
姿
」
に
つ
い
て
は
「
口
に
出
し
て
人
に
納
得
さ
せ
る
事
は
出

来
な
い
」
と
い
う
。
こ
こ
で
言
う
「
人
」
と
は
晴
眼
者
の
こ
と
を
指
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
撿
校
が
提
示
す
る
、
実
際
に
は
見
た
こ
と
の
な

い
新
婦
の
「
姿
」
は
、
視
覚
性
と
は
別
の
意
味
で
の
「
姿
」
な
の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
が
撿
校
自
身
の
語
り
の
な
か
で
、「
姿
」
と
い
う
語
の
意
味
に
は

変
化
が
生
じ
る
。
三
木
が
震
災
で
と
う
と
う
帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
語
る
、
第
十
章
の
次
の
叙
述
が
注
目
に
値
す
る
。

　

自
分
の
家
の
庭
に
柴
折
戸
が
あ
る
。
そ
ん
な
所
か
ら
三
木
さ
ん
が

這
入
つ
て
来
る
筈
が
な
い
の
で
あ
る
が
、
当
時
は
ぼ
ん
や
り
端
居
し

て
ゐ
る
時
、
何
度
で
も
三
木
さ
ん
が
そ
こ
に
来
た
と
思
つ
た
。
余
り

に
真
実
な
気
持
が
す
る
の
で
、
口
の
中
に
小
さ
な
声
を
出
し
て
、
そ

こ
に
来
て
ゐ
る
三
木
さ
ん
に
話
し
か
け
た
事
も
あ
つ
た
。
後
で
自
分

の
迷
ひ
に
気
が
と
が
め
、
同
時
に
さ
う
云
ふ
気
持
に
な
る
の
が
苦
し

く
て
堪
ら
な
い
か
ら
、
そ
れ
を
迷
ひ
と
す
る
に
は
当
た
ら
な
い
と
考

へ
つ
め
た
事
も
あ
る
。
う
つ
つ
に
そ
の
人
が
ゐ
る
と
し
て
も
、
そ
の

人
の
姿
も
顔
も
見
る
事
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
ゐ
な
い
人
を

見
る
つ
も
り
に
な
つ
て
も
同
じ
事
で
は
な
い
か
。

　

又
夢
の
中
で
三
木
さ
ん
や
伊
進
に
し
ば
し
ば
邂
逅
す
る
。
夢
は
う

つ
つ
の
迷
ひ
に
も
増
し
て
自
分
に
は
う
れ
し
か
つ
た
。
さ
め
た
後
に

そ
の
人
は
ゐ
な
い
。
又
ゐ
て
も
見
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
夢
の
中

に
会
ひ
た
い
人
の
姿
を
見
る
。
夜
寝
る
時
よ
り
も
昼
間
の
う
た
た
ね

に
さ
う
云
ふ
夢
は
這
入
り
易
か
つ
た
。

　

山
本
有
香
は
右
に
引
用
し
た
叙
述
に
つ
い
て
、
撿
校
に
は
目
の
前
の
相

手
を
「
目
視
」
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
が
、「
物
音
や
気
配
」
か
ら
感
じ
と

る
こ
と
な
ら
ば
可
能
で
あ
る
と
指
摘
し
、「
現
実
的
に
三
木
さ
ん
が
帰
っ
て

く
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
し
て
も
、「
ゐ
て
も
見
え
な
い
」
撿
校
に
は
彼

女
を
〝
目
の
前
〟
に
呼
び
出
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
論
ず
る（

（3
（

。
し
か
し
、

撿
校
は
死
者
を
呼
び
出
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
不
意
に
現
れ
て

く
る
三
木
の
姿
に
「
気
が
と
が
め
」、「
苦
し
く
て
堪
ら
な
い
」
と
語
っ
て

い
る
。
彼
女
と
の
出
会
い
は
、
撿
校
自
身
の
能
動
的
な
選
択
で
は
な
い
。

　

右
の
叙
述
で
は
、
死
者
の
姿
が
三
つ
の
位
相
か
ら
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

第
一
に
「
う
つ
つ
」
で
あ
る
。
仮
に
現
実
に
三
木
が
現
わ
れ
た
と
し
て
も
、

撿
校
に
は
「
姿
も
顔
も
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
」
た
め
、「
ゐ
な
い
人
を
見

る
つ
も
り
に
な
つ
て
も
同
じ
事
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
第
二
に
は
、「
ぼ
ん

や
り
」
し
た
状
態
で
あ
る
。
入
眠
時
と
覚
醒
時
、
夢
と
現
実
の
あ
わ
い
に

開
け
て
く
る
こ
の
位
相
で
は
、
三
木
さ
ん
の
気
配
が
「
余
り
に
真
実
な
気

持
」
を
と
も
な
っ
て
感
受
さ
れ
る
。
第
三
に
は
、
入
眠
時
の
「
夢
」
で
あ

る
。
こ
の
位
相
で
は
死
者
は
あ
た
か
も
目
視
し
う
る
よ
う
な
実
在
感
を
伴

っ
て
現
わ
れ
、
撿
校
は
彼
ら
と
「
邂
逅
」
す
る
。
撿
校
は
「
夢
の
中
」
と

い
う
空
間
に
、
彼
ら
死
者
の
「
姿
」
を
見
る
と
い
う
。
撿
校
は
目
視
に
近

い
か
た
ち
で
死
者
と
出
会
う
夢
の
空
間
を
、
覚
醒
し
て
い
る
際
の
自
分
と

は
距
離
を
と
っ
て
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
よ
う
な
位
相
の
移
ろ
い
と
と
も
に
、
撿
校
の
語

り
の
な
か
で
「
姿
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
に
揺
れ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
目
に
見
え
る
顔
か
た
ち
を
意
味
す
る
「
姿
」
は
、
視
覚
性
と
結
び

つ
く
場
合
、
盲
人
を
疎
外
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
撿
校
の
語
り
は
そ
れ
と

は
別
様
の
、
晴
眼
者
を
「
納
得
」
さ
せ
ら
れ
な
い
「
姿
」
と
い
う
言
葉
の

使
用
法
に
よ
っ
て
、
こ
の
言
葉
の
意
味
を
裏
返
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ

こ
で
語
ら
れ
て
い
る
の
は
、
見
え
な
い
も
の
の
「
姿
」
で
あ
る
。
撿
校
の

語
り
は
、「
姿
」
と
い
う
言
葉
の
多
義
化
を
通
し
て
、
晴
眼
者
の
言
葉
の
世
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界
か
ら
排
除
さ
れ
た
盲
人
の
内
界
に
「
姿
」
を
恢
復
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

第
十
章
で
語
ら
れ
る
三
木
の
失
踪
は
「
十
七
年
前
」
の
出
来
事
で
あ
り
、

語
る
現
在
は
作
品
の
成
立
時
と
同
じ
く
一
九
四
〇
年
と
し
て
設
定
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
一
九
二
三
年
の
震
災
ま
で
の
出
来
事
は
、
必
ず
し
も
過

去
と
し
て
切
り
離
さ
れ
て
は
い
な
い
よ
う
な
現
在
性
を
帯
び
た
も
の
と
し

て
語
ら
れ
て
い
る
。
第
六
章
の
次
の
叙
述
に
は
、
こ
う
し
た
特
異
な
時
間

感
覚
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。

「
先
生
今
日
は
」
と
云
つ
て
入
口
に
お
辞
儀
を
し
た
。

自
分
は
知
ら
ん
顔
を
し
て
ゐ
た
。
顔
を
あ
げ
て
私
を
見
た
ら
し
い
。

「
ま
あ
」
と
云
つ
て
部
屋
に
這
入
つ
て
来
た
。
私
の
顔
が
返
事
を
し
て

し
ま
つ
た
と
思
は
れ
る
。

「
少
し
遅
く
な
り
ま
し
て
」
と
云
つ
て
、
三
木
さ
ん
は
そ
つ
と
汗
を
拭

い
て
ゐ
る
。
そ
の
香
り
が
し
た
。（
略
）

「
三
木
さ
ん
を
待
つ
て
ゐ
て
、
後
先
が
解
ら
な
く
な
り
ま
し
た
」

「
ど
う
し
て
で
す
の
」

「
だ
か
ら
遅
く
な
つ
た
と
云
は
れ
て
も
、
私
に
は
よ
く
解
ら
な
い
」

「
で
も
待
つ
て
戴
い
た
の
で
せ
う
」

「
待
つ
た
だ
け
三
木
さ
ん
の
方
で
遅
れ
た
事
に
し
て
よ
ろ
し
い
か
」

　

こ
こ
で
の
「
私
の
顔
が
返
事
を
し
て
し
ま
つ
た
」
と
い
う
記
述
も
ま
た
、

撿
校
自
身
の
身
体
と
意
識
と
の
切
断
を
表
現
し
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
こ

こ
で
は
、
撿
校
と
三
木
の
時
間
感
覚
の
断
絶
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
い
る
。

撿
校
は
、「
待
つ
た
だ
け
三
木
さ
ん
の
方
で
遅
れ
た
事
に
し
て
よ
ろ
し
い

か
」
と
三
木
に
問
う
。
こ
の
問
い
か
け
は
、
晴
眼
者
で
あ
る
三
木
と
は
異

な
る
時
間
感
覚
を
撿
校
が
持
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

　

三
木
が
訪
れ
る
前
、
撿
校
は
「
居
眠
り
」
を
し
て
い
た
。
や
が
て
目
覚

め
た
撿
校
は
、
周
り
に
「
聞
き
慣
れ
た
声
の
小
鳥
が
庭
で
鳴
い
て
ゐ
る
」

の
を
聞
き
、「
一
日
の
内
に
幾
度
が
鳴
き
渡
つ
て
来
て
、
又
ど
こ
か
よ
そ
の

庭
へ
移
つ
て
行
く
様
で
あ
る
」
と
語
る
。
こ
の
語
り
に
特
徴
的
な
の
は
、

「
一
日
」
を
時
間
の
単
位
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
一
日
」
と
い
う

幅
を
も
っ
た
時
間
の
な
か
の
時
刻
は
、
目
視
に
よ
り
細
か
に
確
認
さ
れ
る

の
で
は
な
く
、
周
り
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
小
鳥
の
声
に
よ
っ
て
大
ま
か
に

し
か
刻
ま
れ
な
い
。
三
木
の
来
訪
を
感
知
す
る
ま
で
は
、
時
刻
は
撿
校
の

意
識
の
外
に
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
「
後
先
が
解
ら
な
く
な
り
ま
し
た
」
と

い
う
撿
校
は
、
三
木
を
待
っ
て
い
た
時
間
を
ど
の
よ
う
に
意
味
づ
け
る
か

を
彼
女
に
委
ね
、「
三
木
さ
ん
の
方
で
遅
れ
た
事
に
し
て
よ
ろ
し
い
か
」
と
、

彼
女
の
同
意
を
取
り
つ
け
よ
う
と
す
る
の
だ
。
三
木
の
失
踪
後
、
撿
校
は

「
柴
折
戸
」
か
ら
入
っ
て
く
る
三
木
に
「
小
さ
な
声
を
出
し
て
」「
話
し
か

け
た
事
も
あ
つ
た
」
と
い
う
。
目
視
で
き
な
い
時
刻
の
中
に
置
か
れ
る
撿

校
は
、
不
意
に
訪
ね
て
き
た
死
者
に
語
り
か
け
る
こ
と
を
通
し
て
、
自
分

の
意
識
の
外
に
あ
る
時
刻
を
取
り
戻
す
の
で
あ
る
。

　

右
の
引
用
で
は
、
撿
校
自
身
が
感
知
し
た
三
木
の
挨
拶
や
そ
の
匂
い
が

「
お
辞
儀
を
し
た
」
や
「
香
り
が
し
た
」
と
、〈
た
〉
形
で
述
べ
ら
れ
る
一

方
、
撿
校
に
は
見
え
な
い
は
ず
の
「
そ
つ
と
汗
を
拭
い
て
ゐ
る
」
三
木
の

姿
は
、〈
て
い
る
〉
形
で
語
ら
れ
て
い
る
。〈
た
〉
形
で
表
さ
れ
る
三
木
の

「
お
辞
儀
」
と
「
香
り
」
は
、
三
木
の
生
前
に
、
視
覚
以
外
の
感
覚
を
通
し

て
残
さ
れ
た
撿
校
の
記
憶
と
し
て
語
ら
れ
る
。
一
方
、
汗
を
拭
く
三
木
の
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姿
は
、
視
覚
性
と
結
び
つ
く
時
間
意
識
を
離
れ
た
、
語
る
現
在
の
撿
校
の

内
な
る
光
景
で
あ
る
。
晴
眼
者
が
体
験
す
る
目
に
見
え
る
風
景
と
は
異
な

っ
て
、〈
て
い
る
〉
形
で
語
ら
れ
る
内
な
る
風
景
は
、
震
災
前
の
光
景
で
あ

る
と
と
も
に
、
語
る
現
在
の
出
来
事
と
し
て
喚
起
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に

し
て
失
明
後
の
撿
校
は
、
語
る
行
為
を
通
し
て
、
彼
の
内
な
る
世
界
に
能

動
的
に
「
今
」
を
召
喚
す
る
。
本
作
を
口
述
筆
記
の
模
倣
に
見
立
て
る
と

す
れ
ば
、
撿
校
に
と
っ
て
、
語
る
と
い
う
行
為
、
語
っ
て
聞
か
せ
る
と
い
う

行
為
は
、
自
ら
の
生
―
「
今
」
の
肉
声
を
残
す
た
め
の
営
み
な
の
で
あ
る
。

六
、
語
る
「
小
閑
」

　

戦
時
中
、
執
筆
活
動
が
困
難
と
な
っ
た
百
閒
は
、『
百
鬼
園
夜
話
』（
湖

山
社
、
一
九
四
九
・
六
）
を
口
述
の
形
式
に
よ
っ
て
ま
と
め
て
い
る
。
ま

た
、
宮
城
道
雄
が
口
述
筆
記
に
よ
る
随
筆
『
雨
の
念
仏
』
を
出
版
し
た
の

も
、
百
閒
の
勧
め
に
よ
る
。
こ
う
し
た
動
向
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
百
閒

は
口
述
と
い
う
形
式
に
関
心
を
示
し
た
作
家
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

「
柳
撿
校
の
小
閑
」
は
、
盲
人
を
語
り
手
に
立
て
る
こ
と
で
、
口
述
の
形
式

を
模
倣
し
た
作
品
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
雨
の
念
仏
』
所
収
の
「
純
粋
の
声
」
で
は
、
女
学
校
を
卒
業
し
て
音
楽

学
校
に
入
学
し
た
生
徒
が
、
道
雄
が
作
曲
し
た
も
の
を
歌
う
際
の
純
粋
な

響
き
に
感
動
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
て
い
る
。
宮
城
道
雄
の
芸
術
に

感
銘
を
受
け
た
川
端
康
成
は
、
同
じ
タ
イ
ト
ル
の
も
と
に
随
筆
「
純
粋
の

声
」
を
発
表
し
た
が（

（3
（

、
そ
れ
よ
り
も
二
ヶ
月
早
く
、
百
閒
は
『
雨
の
念
仏
』

の
書
評
と
し
て
「
純
粋
言
語
の
説
」
を
発
表
し
て
い
る（

（3
（

。
百
閒
は
こ
こ
で
、

道
雄
の
文
章
は
「
話
す
儘
の
言
葉
を
以
て
綴
つ
て
あ
る
か
ら
全
巻
を
通
じ

て
同
音
両
義
の
曖
昧
な
用
語
が
一
つ
も
な
」
い
と
指
摘
し
、
佐
藤
春
夫
が

「
そ
の
儘
誦
読
す
る
の
を
聞
い
て
も
、
語
意
が
二
義
に
亙
る
よ
う
な
と
こ
ろ

が
な
い
」
と
述
べ
た
こ
と
に
同
意
し
て
い
る
。

佐
藤
氏
の
説
は
即
ち
「
雨
の
念
仏
」
が
純
粋
言
語
を
以
て
綴
ら
れ
て

ゐ
る
と
云
ふ
事
に
帰
す
る
。
言
葉
は
本
来
耳
の
所
有
物
で
あ
る
筈
の

も
の
が
、
文
字
と
印
刷
術
と
の
為
に
い
つ
の
間
に
か
目
の
所
有
物
と

な
ら
う
と
し
て
ゐ
る
。（
略
）
／
宮
城
撿
校
が
耳
だ
け
に
よ
つ
て
所
有

す
る
言
葉
を
以
て
綴
つ
た
文
章
は
、
即
ち
今
日
、
我
々
の
有
す
る
言

葉
を
、
そ
の
本
来
の
、
最
も
純
粋
な
形
で
再
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

晴
眼
に
し
て
文
を
や
る
我
々
の
学
ぶ
可
き
と
こ
ろ
が
多
多
あ
る
に
違

ひ
な
い
。

　

百
閒
に
よ
れ
ば
、
言
葉
は
本
質
的
に
「
耳
の
所
有
物
」
で
あ
り
、
宮
城

道
雄
の
文
章
は
あ
く
ま
で
も
「
話
す
儘
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
「
純
粋
」
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
論
じ
た
百
閒
は
、「
言
葉
は
本
来
耳
の
も
の
で
あ
る
に

し
て
も
、
又
目
が
こ
れ
を
読
む
こ
と
を
妨
げ
る
筋
は
な
い
」
と
続
け
、
一

般
的
に
は
「
象
形
文
字
」
よ
り
も
文
明
的
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
「
音
標
文

字
」
に
つ
い
て
、「
い
く
ら
耳
に
近
づ
け
て
も
声
は
し
な
い
。
音
符
程
度
の

約
束
上
の
符
号
に
過
ぎ
な
い
」
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
説
を
道
雄
に
説
い

た
と
こ
ろ
「
象
形
文
字
も
音
標
文
字
も
な
ん
に
も
見
え
な
い
宮
城
撿
校
は
、

は
あ
は
あ
と
云
つ
て
、
私
の
説
に
感
心
し
た
様
」
だ
っ
た
と
い
う
。
百
閒

の
認
識
に
よ
れ
ば
、
文
字
と
い
う
「
音
符
程
度
の
約
束
上
の
符
号
に
過
ぎ
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な
い
」
記
号
に
拘
束
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
、
宮
城
道
雄
の
文
章
は
「
純

粋
」
な
の
で
あ
る
。

　

作
中
、「
大
意
抄
の
譜
」
が
文
面
と
し
て
成
立
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
正
確

性
を
疑
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
作
中
人
物
の
間
で
は
目
に
見
え
る
記
号
こ
そ

が
真
実
と
し
て
信
憑
性
を
獲
得
す
る
。
言
葉
の
場
合
で
も
、
同
じ
言
語
、

同
じ
言
葉
を
使
っ
て
も
、
盲
人
は
失
明
の
体
験
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
視

覚
性
を
帯
び
る
晴
眼
者
の
言
葉
の
世
界
か
ら
疎
外
さ
れ
る
。
し
か
し
本
作

は
、
盲
人
の
語
り
を
通
し
て
視
覚
性
を
持
た
な
い
「
姿
」
を
喚
起
す
る
。

本
作
は
こ
の
よ
う
に
、
語
り
手
を
盲
人
に
立
て
る
こ
と
を
通
し
て
、「
口
に

出
し
て
人
に
納
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」、
そ
の
言
葉
に
本
来
存
在
す

る
意
味
を
、
言
葉
に
返
す
の
で
あ
る
。

　

言
葉
は
元
来
、
発
話
者
の
身
体
と
不
可
分
で
あ
り
、
失
明
を
体
験
し
た

身
体
で
あ
っ
て
も
、
失
明
前
に
使
い
こ
な
し
た
言
葉
と
結
び
つ
い
て
い
る
。

「
柳
撿
校
の
小
閑
」
に
は
、
晴
眼
者
に
よ
る
独
占
の
下
に
形
成
さ
れ
た
、
記

号
と
し
て
視
覚
性
を
備
え
た
言
葉
の
限
界
が
表
さ
れ
て
い
る
。
百
閒
に
と

っ
て
の
「
言
葉
」
と
は
記
号
よ
り
も
「
耳
の
所
有
物
」
す
な
わ
ち
音
声
そ

の
も
の
で
あ
る
。
記
号
を
使
っ
て
満
足
に
対
応
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
こ

と
、
記
号
に
頼
り
す
ぎ
る
と
言
葉
の
本
質
を
見
失
う
こ
と
、
そ
れ
が
本
作

を
通
し
て
百
閒
が
提
起
し
た
問
い
か
け
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

記
号
を
超
え
、
音
声
を
基
調
と
し
た
言
葉
の
「
純
粋
な
姿
」
の
再
現
を

試
み
る
本
作
の
語
り
が
切
開
す
る
の
は
、
書
く
時
間
と
は
別
の
時
間
性
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
一
九
三
六
年
の
座
談
会
で
は
、
宮
城
道
雄
が
「
曲
だ
け

浮
か
ん
で
来
て
題
を
つ
け
る
の
に
困
る
こ
と
が
多
い
」
と
い
う
悩
み
を
打

ち
明
け
る
と
、
百
閒
は
「
曲
の
題
に
は
、
意
味
の
あ
る
言
葉
を
用
い
な
い

方
が
い
い
」
と
述
べ
、
ひ
と
ま
ず
「
意
味
の
あ
る
名
前
も
つ
け
て
お
い
て
」、

「
そ
う
し
て
自
然
あ
な
た
の
御
百
歳
の
後
の
後
世
の
人
が
取
捨
に
ま
か
し
た

ら
よ
ろ
し
い
」
と
薦
め
た（

（3
（

。
改
変
を
繰
り
返
し
た
表
題
に
あ
え
て
「
意
味
」

を
求
め
る
と
す
れ
ば
、「
小
閑
」
と
い
う
言
葉
は
実
に
示
唆
的
で
あ
る
。『
雨

の
念
仏
』
の
制
作
に
照
応
す
る
よ
う
に
、
柳
撿
校
に
口
述
と
い
う
行
為
を

も
た
ら
し
、
本
作
を
文
字
に
す
る
可
能
性
を
生
ん
だ
の
は
、「
小
閑
」
と
い

う
語
る
時
間
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

※
本
文
引
用
は
、『
新
輯
内
田
百
閒
全
集
』（
福
武
書
店
、
一
九
八
七
・
一
〇
）
に

拠
る
。
旧
字
を
新
字
に
改
め
た
。「
撿
校
」
の
表
記
は
、
テ
ク
ス
ト
に
よ
っ
て

「
検
校
」
と
表
記
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
便
宜
上
す
べ
て
の
引
用
を
「
撿
校
」

で
統
一
す
る
。
宮
城
道
雄
著
作
の
引
用
は
、『
宮
城
道
雄
著
作
全
集
』（
一
巻
、

大
空
社
・
二
〇
一
五
・
三
／
二
巻
～
五
巻
、
講
談
社
二
〇
一
九
・
一
二
～
二
〇

二
四
・
二
）
に
拠
る
。

※
本
論
文
は
、
二
〇
二
三
年
度
阪
神
近
代
文
学
会
冬
季
大
会
（
於
・
京
都
外
国
語

大
学
）
に
お
け
る
研
究
発
表
に
基
づ
く
。
会
場
で
ご
教
示
く
だ
さ
っ
た
方
々
に

は
、
深
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。

注

（
1
）	

舟
橋
聖
一
「
既
成
作
家
の
寥
々
た
る
作
品
」『
読
売
新
聞
』
一
九
四
〇
・

五
・
七

（
2
）	

嵯
峨
伝
「
創
作
月
評
」『
新
潮
』
一
九
四
〇
・
七
・
一

（
3
）	
三
島
由
紀
夫
「
解
説
」『
日
本
の
文
学
34
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
〇
・
六

（
4
）	
川
村
二
郎
「
解
説
」『
東
京
日
記　

他
六
篇
』
岩
波
文
庫
、
一
九
九
二
・
七

（
5
）	
長
野
初
は
、
医
者
の
父
親
長
野
悟
の
医
院
の
開
業
に
伴
い
、
台
湾
の
士
林

地
区
で
少
女
時
代
を
過
ご
し
た
。
の
ち
に
進
学
す
る
た
め
日
本
に
戻
り
、
日
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本
女
子
大
学
に
進
学
し
た
の
ち
、
帝
大
の
初
代
の
婦
人
聴
講
生
と
な
っ
た
人

物
で
あ
る
。
百
閒
と
同
じ
時
期
に
法
政
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
た
野
上
豊
一
郎

の
紹
介
で
百
閒
に
私
淑
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
他
長
野
初
に
関
連
す
る

文
献
は
、
山
本
一
生
『
百
間
外
伝　

こ
れ
く
ん
風
到
来
』（
中
央
公
論
新
社
、

二
〇
二
四
・
一
）
に
詳
し
い
。

（
6
）	

山
本
有
香
「
内
田
百
閒
「
柳
撿
校
の
小
閑
」
論
―
関
東
大
震
災
の
語
り

に
お
け
る
見
え
な
い
こ
と
の
効
用
」『
早
稲
田
文
学
研
究
科
紀
要
』
二
〇
二

〇
・
三

（
7
）	

野
田
康
文
「
内
田
百
閒
・
盲
目
の
〈
闇
〉
と
視
覚
性
、
あ
る
い
は
記
憶
の

表
象
―
『
春
琴
抄
』
か
ら
『
柳
撿
校
の
小
閑
』
へ
」『
日
本
近
代
文
学
』
二

〇
一
五
・
一
一

（
8
）	

内
田
百
閒
「
明
暗
交
友
録
」『
文
藝
春
秋
』
一
九
五
三
・
四

（
9
）	

宮
城
道
雄
の
随
筆
集
は
、『
雨
の
念
仏
』
の
ほ
か
、『
騒
音
』（
三
笠
書
房
、

一
九
三
六
・
一
）、『
垣
隣
り
』（
小
山
書
店
、
一
九
三
七
・
一
一
）、『
夢
乃

姿
』（
一
九
四
一
、
一
一
、
那
珂
書
店
）
の
四
冊
で
あ
る
。『
雨
の
念
仏
』
は

の
ち
に
『
騒
音
』
と
合
巻
し
、『
春
秋
帖
』（
小
山
書
店
、
一
九
三
七
・
一
二
）

と
し
て
出
版
さ
れ
る
。
千
葉
優
子
の
「
解
題
」（『
宮
城
道
雄
著
作
全
集
』
第

一
巻
、
大
空
社
、
二
〇
一
五
・
三
）
に
よ
る
と
、
こ
の
四
冊
は
内
山
保
か
そ

の
他
の
も
の
に
よ
る
筆
記
に
、
百
閒
が
原
稿
整
理
を
携
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
著
作
は
『
春
秋
帖
』
を
除
け
ば
全
ル
ビ
で
、「
私
」

の
ル
ビ
は
二
冊
目
の
『
騒
音
』
以
降
「
わ
た
し
」
か
ら
「
わ
た
く
し
」
へ
と

全
面
的
に
改
め
ら
れ
た
。

（
10
）	

田
村
美
由
紀
『
口
述
筆
記
す
る
文
学
―
書
く
こ
と
の
代
行
と
ジ
ェ
ン
ダ

ー
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
三
・
八
、
二
十
九
頁

（
11
）	

こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
宮
城
道
雄
「
内
田
百
間
氏
の
お
稽
古
」（
前
掲
）

に
お
い
て
も
語
ら
れ
て
い
る
。

（
12
）	

内
田
百
閒
「
明
暗
交
友
録
」
前
掲
。

（
13
）	

吉
川
英
史
『
宮
城
道
雄
伝
―
こ
の
人
な
り
』（
前
掲
）
に
よ
れ
ば
、
一
九

三
二
〇
年
一
〇
月
三
日
の
第
二
回
発
表
会
の
直
後
、「
高
野
辰
之
、
葛
原
〔
し

げ
る
―
引
用
者
補
〕
を
支
え
て
、
宮
城
の
後
援
会
を
作
っ
た
ら
い
い
だ
ろ

う
」
と
い
う
話
を
き
っ
か
け
に
成
立
し
た
。
後
援
会
の
会
費
寄
付
金
納
入
者

に
は
、
内
田
栄
造
（
百
閒
）、
小
林
愛
雄
、
山
岸
光
宣
ら
が
い
た
。

（
14
）	「
年
譜
」『
宮
城
道
雄
の
世
界
宮
城
道
雄
生
誕
1
0
0
年
記
念
』
宮
城
道
雄

記
念
館
、
一
九
九
三
・
四

（
15
）	

千
葉
優
子
「
教
授
法
の
近
代
化
」『
箏
を
友
と
し
て
』
ア
ル
テ
ス
パ
ブ
リ
ッ

シ
ン
グ
、
二
〇
一
五
・
一
一
、
一
六
四
～
一
六
六
頁

（
16
）	

邦
楽
雑
誌 

『
三
曲
』（
一
九
二
一
・
七
～
一
九
四
四
・
五
？
）
は
、
藤
田
鈴

朗
（
俊
一
）
が
主
幹
を
務
め
て
い
た
雑
誌
で
あ
り
、
道
雄
も
文
章
を
寄
せ
て

い
た
。

（
17
）	

今
井
慶
松
は
、
桑
原
会
を
契
機
に
百
閒
と
識
る
（
内
田
百
閒
「
今
井
慶
松

先
生
を
追
慕
す
」『
時
事
新
報
』
一
九
四
七
・
八
・
一
七
）。

（
18
）	

藤
田
俊
一
「
名
鑑
録　

村
田
松
泉
師
」『
日
本
音
楽
』
一
九
五
七
・
一
一
、

小
山
峯
嘯
「
村
田
松
泉
師
葬
送
」『
日
本
音
楽
』
一
九
六
四
・
四
（
生
没
は
、

一
八
六
九
・
七
～
一
九
六
四
・
四
）。

（
19
）	

宮
城
道
雄
「
箏
曲　

第
七
章　

教
授
法
に
就
て
」
賀
川
豊
彦
編
『
家
庭
科

学
大
系　

第
二
十
五
回
』
家
庭
科
科
学
大
系
刊
行
会
、
一
九
三
〇
・
一

（
20
）	

吉
川
英
史
『
宮
城
道
雄
伝
―
こ
の
人
な
り
』
前
掲
。
六
九

－

七
〇
頁
。

（
21
）	「
教
育
者
宮
城
道
雄
」『
宮
城
道
雄
の
世
界　

宮
城
道
雄
生
誕
1
0
0
年
記

念
』
前
掲
。

（
22
）	

内
田
百
閒
「
雨
の
念
仏
」『
名
古
屋
新
聞
』
一
九
三
五
・
二
・
一
一

（
23
）	

宮
城
道
雄
「
四
季
の
趣
」『
雨
の
念
仏
』
三
笠
書
房
、
一
九
三
五
・
二

（
24
）	

野
田
康
文
「
内
田
百
閒
・
盲
目
の
〈
闇
〉
と
視
覚
性
、
あ
る
い
は
記
憶
の

表
象
―
『
春
琴
抄
』
か
ら
『
柳
撿
校
の
小
閑
』
へ
」、
前
掲
。

（
25
）	
山
田
松
黒
「
箏
曲
大
意
抄
」（
一
七
七
九
年
）
は
、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
（https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100376792/	

329?ln=ja
）。
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（
26
）	

箏
の
手
法
に
関
し
て
本
稿
で
は
、
宮
城
道
雄
「
箏
曲　

第
三
章　

箏
曲
学

習
法
」（『
家
庭
科
学
大
系
』
前
掲
。）
を
参
照
に
し
た
。

（
27
）	
雅
楽
の
近
代
化
は
、
寺
内
直
子
『
雅
楽
の
〈
近
代
〉
と
〈
現
代
〉』（
岩
波

書
店
、
二
〇
一
〇
・
八
）
に
詳
し
い
。
西
洋
音
楽
の
伝
来
に
伴
い
、
雅
楽
も

五
線
譜
化
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
寺
内
に
よ
れ
ば
、
実
際
の
歌
と
楽
譜
は

乖
離
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
（
五
五
～
五
七
頁
）。

（
28
）	

吉
川
英
史
『
宮
城
道
雄
伝
―
こ
の
人
な
り
』
前
掲
。
二
七
五

－

二
七
八

頁
。

（
29
）	

宮
城
道
雄
「
第
二
章　

組
曲
及
び
古
来
の
名
曲
」『
家
庭
科
学
大
系　

第
二

十
五
回
』
前
掲
。

（
30
）	

山
本
有
香
「
内
田
百
閒
「
柳
撿
校
の
小
閑
」
論
―
関
東
大
震
災
の
語
り

に
お
け
る
見
え
な
い
こ
と
の
効
用
」『
早
稲
田
文
学
研
究
科
紀
要
』
前
掲
。

（
31
）	

川
端
康
成
「
純
粋
の
声
」『
婦
人
公
論
』
一
九
三
五
・
七

（
32
）	

内
田
百
閒
「
純
粋
言
語
の
説
」『
図
書
館
雑
誌
』
一
九
三
五
・
五

（
33
）	

内
田
百
閒
・
宮
城
道
雄
・
鹽
入
亀
輔
「
宮
城
道
雄
氏
と
内
田
百
鬼
園
氏
と

が
音
楽
に
就
て
語
る
」『
音
楽
世
界
』
一
九
三
六
・
二

（
し
ゅ
・
し
ん
か
／
神
戸
大
学
大
学
院
）


